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｢生徒支援｣の総合演習
- 中学校の総合的学習 と大学教職課程のコラボレーション-








































神奈川大学心理 ･教育研究論集 第 28号 (2009年 3月31日)
表 2 日程と学習内容








自己紹介,ソーラン 自己紹介,訪問希望事業所 自己紹介,課題設定 自己紹介,莱 自己紹介,課題設定,計画
踊り練習 調整,テーマ設定, 題設定 立案,班づくり
5/16 中学校にて:課題追求学習サポート(調査方法の検討支援)
ソーラン踊り練習 訪問希望事業所調整,テーマに基づいてグループ編成 課題追求 課題追求 課題設定,保育園と幼稚園の違いについて学習,班決定
5/23 中学校にて:課題追求学習サポート(調査や体験準備の支援)
ソーラン踊り 練習課題追求,事業所探し 課題追求 課題追求 課題追求,グループづくり,テーマ決定,学習の流れの確認
5/30 中学校にて:課題追求学習サポート(体験訪問のアポの取り方や礼儀など支援)
ソーラン踊り練習 課題追求,事業所探し,辛業所決定 課題追求 課題追求 課題追求,活動内容の話し合い,1.2年生神奈川大学訪問(生協,図書館,学食,ジム見学)
6/6 大学にて:カテゴリー毎のグループ討議,中間まとめ
6/13 中学校にて:課題追求学習サポート
ソーラン踊り練習 課題追求,事業所調べ,読 課題追求 地域観察.調 課題追求,園での発表 (舵
間依頼 査,まとめ 芝居等)の準備,連絡原稿の作成
6/20 中学校にて:課題追求学習サポート まとめと発表準備
ソーラン踊り練習 事業所へのアポ,インタビ 課題追求 地域観察一調 課題追求,園での発表 (舵
ユー内容のまとめ,体験内容を決める 査,まとめ 芝居等)の準備,訪問先-の連絡
6/27 中学校にて:課題追求学習サポート,まとめと発表準備
ソーラン踊り練習 インタビュー内容のまと 課題墳求 地域観察.調 課題追求,園での発表 (紙
め,体験内容を決める,3年生山田畳店等訪問 査,まとめ 芝居等)の準備,事前準備
7/3.4体験訪問
ソーラン踊り練習, 横浜銀行反町支店,日本 ライフフレンド,ひ 地域調査,火 保育園.幼稚園訪問,一日
隊形練習 壁,TSUTAYA片倉店, まわり介護,ライト 力発電所訪問 体験と発表準備,神奈川大
ローソン,サンクス,セブ センター,三ッ沢地 発表準備 学訪問,盲特別支援学校.








数は男子 16名,女子 12名,総数 28名であっ
た｡学年は主 として2年生であったが,中には






































































私の想像では,中学生は少 し怖い とい う感
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知 させ,対等な関係を取 り結ぶ相手 として自分
たちを位置づけさせたことになる｡
それぞれの担当クラスに配置 され,生徒の前





き,｢先生 とは毎回これだけの視線 を感 じな
がら仕事をしているのだな｣ と感 じた｡
初 日の授業で自己紹介をしたのだが,相手
が中学生 とはいえ,やはり緊張 して思 うよう
に話せなかった｡---教師とい うのは--･毎

















察 を通 じて,少 しずつ生徒理解 を深めてい っ
た｡ もっとも多い感想は,生徒たちが多様であ
ることの気づ きだった｡










ぜ リーダーをや りたいのか発表 してい くので
すが,その内容が とてもしっか りした内容で








に移 し, きちん と時間で終ることができた｡
男の子はどうしても集中力が切れて しまう子
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に対 し暴言を吐いた り授業中に騒いだ りと迷










































げて ください｣ とい う指示を出されたが,は
じめ何 を見て回るのかがわか らなか った｡
･･･-私たち大学生は先生方に自主性を期待 さ
れているのだとい うことを知 り,積極性が必
要だ と気づいた｡･･･-声かけをす る うちに
｢見て回る｣ とい うことは生徒たちが ｢やる






















がパソコンまだ～ ? と言って くれることも
嬉 しかった｡
学生を迎える中学校教員には,学生の気づ き






































｢教 える｣のではな く,生徒の自主的活動 を側
面から ｢支援する｣ことだとい うことは,授業
の最初に説明 してあったが,学生たちは日々の
体験を通 して,その意味を理解 してい った｡
あまりにも手助けをしすぎると,頼 りすぎ
て自分たちでは考 えられな くなってい まし
た｡そして,1回に多 くの情報 を与えすぎる
と混乱 して しまうことを知 りました｡
生徒に対 して,こうすればいいのではない
か とい うア ドバイスをすると全 くそのままの
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形でア ドバイスが採用 されてしまっていて,








































の4)の として獲得 してい ったことに,学生の成
長を見る思いがする｡学生たちはこうして試行
錯誤や反省を重ねながら,次第に教師 としての
あ り方 を追求す る姿勢 をもつ ようになってい
く｡
7)教師になろうとする者としての自覚












っと自分を見直 して成長すべ き点がい くつも
あることに気がついた｡
生徒 との距離のとり方は難 しい と思 う｡近
すぎてもだめ,遠すぎてもだめ｡でも,時に























を把握することによって,接 し方 もなん とな
くだがつかめた気がする｡
私がこの体験 を通 して自分の中で変化 した
と感 じることは ｢考えながら行動すること｣
の大切 さと難 しさ,｢気づ き｣の重要 さに気
づいたことだ と思います｡--そ うい った考
える姿勢が身についたのではないか---






で きても体が動かなか った りしましたが,最
後の授業では,最初の授業の ときよりも断然
動 きが良 くなっていたはずです｡
授業 をやるまえは,--ヰ 学校 と関わるこ
ととい うことにたい して,一度経験をすれば




この授業 を経験 した自分の変化だ と思い ま
す｡
自らの変化に気づいた学生 もいたが,教員の
目か ら見て確実な変化 をとげた学生 も多か っ
た｡自分の活動の意味が理解でき,生徒に対す
る責任感や愛情が生れて くるにつれて,学生の
顔が生 き生 きとし,態度が積極的になってい っ
たのである｡
4.おわりに
これまで学生の レポー トか ら彼 らの活動 と認











手探 りで始めた新 しいプロジェク トであった










第 2に,学生 を戸惑 わせた もう一つの要因
は,各カテゴリーの内容や活動の把握が十分に
で きない まま学生たちが生徒たちの中に入 って
い ったことである｡ もちろん学生たちのグルー




わせに至 って しまった｡学生たちは,生徒 より





焦 りもそうした点に発 していたように思 うO も
し中学校での授業の最初に,そのグループに配













して くれたか らこそ実行で きたことを忘れては
ならない｡
第 2は,学生が毎回,授業の観察結果や感想
についての レポー トを提出 し,また最後にこれ






















教育研究論集』第 26号 (2007年))に掲載 さ
れてい る｡
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